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︱
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﹄
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︱
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︱
︱
そ
の
內
な
る
軋
み
﹂
﹃
中
國
�
學
報
﹄
第
三
〇
册

一
九
七
九
年
四
�

｢紅
學
界
の
現
狀
鯵
介
﹂﹃
中
國
�
學
報
﹄
第
三
四
册

一
九
八
二
年
一
〇
�

｢白
話
小
說
�
に
於
け
る
︽
紅
樓
夢
︾
の
位
置
﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)
﹄
第
五
五
册

一

九
八
三
年
三
�

｢﹃
金
瓶
梅
﹄
の
&
想
﹂﹃
東
方
學
報

(
京
都
)﹄
第
五
八
册

一
九
八
六
年
三
�

｢︽
紅
樓
夢
︾
の
'
義
と
王
國
維
の
(
價
﹂﹃
滋
賀
大
學
敎
育
學
部
紀
)
﹄
第
三
七
號

一

九
八
七
年
二
�

｢曹
寅
に
つ
い
て
﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)﹄
第
五
九
册

一
九
八
七
年
三
�

｢王
國
維
の
學
風
を
論
ず
﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)
﹄
第
六
一
册

一
九
八
九
年
三
�

｢
*
動
す
る
精
神

︱
︱

王
國
維
の
�
學
理
論
に
つ
い
て
﹂﹃
中
國
�
學
報
﹄
第
四
二
册

一
九
九
〇
年
一
〇
�

｢
*
動
す
る
精
神

(續
)
︱
︱
王
國
維
の
�
學
に
つ
い
て
﹂
﹃
中
國
�
學
報
﹄
第
四
三
册

一
九
九
一
年
四
�

｢薛
寶
釵
を
-
る
も
の
﹂﹃
滋
賀
大
國
�
﹄
第
三
一
號

一
九
九
三
年
六
�

｢家
庭
の
秩
序
︱
︱
『紅
樓
夢
﹄
に
お
け
る
人
閒
關
係
﹂﹃
中
華
�
人
の
生
活
﹄
�
凡
社

一
九
九
四
年
一
�

｢康
煕
辛
卯
江
南
科
場
案
に
つ
い
て
﹂
﹃
東
方
學
報

(京
都
)﹄
第
六
八
册

一
九
九
六
年

337



三
�

｢﹃
楝
亭
五
種
﹄
の
同
校
者
た
ち
﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)﹄
第
六
九
册

一
九
九
七
年
三
�

｢
�
蒙
の
行
方

︱
︱
梁
�
超
の
(
價
に
つ
い
て
︱
︱
﹂﹃
共
同
硏
究

梁
�
超

︱
︱
西

洋
2
代
思
想
3
容
と
4
治
日
本
︱
︱
﹄
み
す
ず
書
5

一
九
九
九
年
一
一
�

｢夢
の
續
き
︱
︱
『紅
樓
夢
﹄
續
�
の
世
界
﹂﹃
興
膳
敎
�
6
官
記
念
中
國
�
學
論
集
﹄
汲

古
書
院

二
〇
〇
〇
年
三
�

｢王
國
維
と
﹃
盛
京
時
報
﹄﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)﹄
第
七
二
册

二
〇
〇
〇
年
三
�

｢王
國
維
の
國
學
︱
︱
記
憶
よ
︑
語
れ
︒﹂﹃
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
七
〇
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集

西
洋
2
代
�
4
と
中
華
世
界
﹄
京
都
大
學
學
8
出
版
會

二
〇
〇
一
年
二
�

｢
�
學
理
論
の
2
代
9

︱
︱
『紅
樓
夢
﹄
を
め
ぐ
っ
て
﹂

科
學
硏
究
費
補
助
金

(基
盤

硏
究
B
2
)
﹃
中
國
�
學
に
お
け
る
:
俗
�
學
の
發
展
;
び
そ
の
影
<
﹄
報
吿
書

二
〇
〇
一
年
三
�

｢
淚
の
液
れ
る
ま
ま
に
︱
︱
林
黛
玉
以
外
の
人
々
﹂﹃
中
國
の
禮
制
と
禮
學
﹄
�
友
書
店

二
〇
〇
一
年
一
〇
�

｢王
國
維
の
歷
�
硏
究
︱
︱
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
時
代
に
﹂﹃
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の

世
紀
﹄
京
都
大
學
學
8
出
版
會

二
〇
〇
一
年
一
一
�

｢王
國
維
と
二
重
證
據
法
﹂﹃
邊
境
出
土
木
鯵
の
硏
究
﹄
�
友
書
店

二
〇
〇
三
年
三
�

｢中
國
に
お
け
る
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
硏
究
に
つ
い
て
﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)﹄

第
七
六
册

二
〇
〇
四
年
三
�

｢斷
片
で
あ
る
と
い
う
こ
と
︱
︱
王
國
維
の
﹃
人
閒
詞
話
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)﹄
第
七
九
册

二
〇
〇
六
年
九
�

｢寄
る
邊
な
き
時
代
に
︱
︱
魏
晉
の
怨
律
制
定
が
'
味
す
る
も
の
﹂﹃
江
陵
張
家
山
二
四

七
號
墓
出
土
漢
律
令
の
硏
究
﹄
�
友
書
店

二
〇
〇
六
年
一
〇
�

｢六
部
か
ら
四
部
へ
︱
︱
分
類
法
の
變
9
が
'
味
す
る
も
の
﹂﹃
漢
字
の
中
國
�
9
﹄
昭

和
堂

二
〇
〇
九
年
四
�

｢本
を
め
ぐ
る
A
液

︱
︱
王
國
維
と
神
田
喜
一
郞
﹂﹃
漢
字
�
9
三
千
年
﹄
臨
川
書
店

二
〇
〇
九
年
七
�

｢長
崎
浩
﹁
D
亂
論
﹂
か
ら
見
た
義
和
團
E
動
﹂﹃
東
方
學
報

(京
都
)
﹄
第
八
五
册

二

〇
一
〇
年
三
�

書

�

C
.T
.
H
sia
,
“
T
h
e
M
ilita
ry
R
o
m
a
n
c
e
:
A

G
e
n
re
o
f
C
h
in
e
se
F
ic
tio
n
”
,
in
C
y
ril

B
irc
h
e
d
.,
S
tu
d
ies
in
C
h
in
ese
L
itera
ry
G
en
res.
B
e
rk
le
y
:
U
n
iv
e
rsity
o
f

C
a
lifo
rn
ia
P
re
ss,
1
9
7
4
.

『中
國
�
學
報
﹄
第
二
六
册

一
九
七
六
年
四
�

C
a
o
X
u
e
q
in
,
(
tra
n
sl.
b
y
D
a
v
id
H
a
w
k
e
s)
T
h
e
S
to
ry
o
f
th
e
S
to
n
e
V
o
l.1
:
T
h
e

G
o
ld
e
n
D
a
y
s
;
V
o
l.2
,
T
h
e
C
ra
b
-
F
lo
w
e
r
C
lu
b
,
P
e
n
g
u
in
C
la
ssic
s,
1
9
7
3
,

1
9
7
7

『中
國
�
學
報
﹄
第
二
九
册

一
九
七
八
年
四
�

京
都
大
學
圖
書
館
�
報
學
硏
究
會
﹁
圖
書
館
學
の
發
展
の
た
め
に

『中
國
の
圖
書
館
と

圖
書
館
學
﹄
｣

『東
方
﹄
三
四
六

二
〇
〇
九
年
一
一
�

そ
の
他

｢友
好
訪
問
を
�
え
て
﹂﹃
日
中
佛
敎
﹄
第
一
四
號

一
九
八
〇
年
四
�

｢賈
家
を
め
ぐ
る
人
々
﹂﹃
し
に
か
﹄
第
三
卷
第
一
號

一
九
九
二
年
一
�

｢紅
樓
夢
︑
金
瓶
梅
ほ
か

女
た
ち
の
世
界
﹂
﹃
�
刊
�
日
百
科
・
世
界
の
�
學
﹄
一
〇
八

(
�
著
)

二
〇
〇
一
年
八
�

｢時
代
を
代
表
す
る
魂
﹂﹃
�
刊
�
日
百
科
・
世
界
の
�
學
﹄
一
二
〇

二
〇
〇
一
年
一
〇

�

｢紅
樓
夢
と
淸
�
裝
身
具
﹂﹃
中
國
の
美
8
﹄
昭
和
堂

二
〇
〇
三
年
一
〇
�

｢﹃
東
洋
學
�
獻
類
目
﹄
の
�
纂
の
歷
�

︱
︱
漢
籍
と
の
關
わ
り
を
中
心
に
﹂﹃
セ
ン
タ
ー

�
藏
�
料
の
活
用
と
人
�
社
會
科
學
﹄
(
�
國
�
獻
・
�
報
セ
ン
タ
ー
人
�
社
會

科
學
學
8
�
報
セ
ミ
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
一
三
)

二
〇
〇
三
年
一
一
�

｢思
い
が
け
ぬ
再
會
﹂﹃
漢
字
と
�
報
﹄
九

二
〇
〇
四
年
一
〇
�

｢東
方
部
へ
の
怨
た
な
贈
り
物
︱
︱
島
田
虔
�
先
生
舊
藏
書
の
3
入
﹂﹃
漢
字
と
�
報
﹄

一
〇

二
〇
〇
五
年
三
�

『京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
漢
籍
分
類
一
覽
﹄
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
附
屬
漢
字

東 方 學 報

338



�
報
硏
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
〇
五
年
一
一
�

｢譯
語
か
ら
見
え
る
も
の
﹂﹃
漢
字
と
�
9
﹄
九

二
〇
〇
六
年
一
一
�

｢旅
へ
の
誘
い
︱
︱
『旅
行
雜
誌
﹄
に
つ
い
て
﹂﹃
セ
ン
タ
ー
硏
究
年
報
二
〇
一
〇
﹄
二
〇

一
〇
年
一
〇
�

｢林
黛
玉
と
い
う
少
女
﹂﹃
群
宴
﹄
第
七
〇
卷
六
號

二
〇
一
五
年
六
�

井波陵一敎�著作目錄

339


